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機械器具 48  注射筒 

一般医療機器 汎用注射筒（JMDN ｺｰﾄﾞ: 13929001） 
Tulip 注射筒（Ａ） 

再使用禁止 
 
【形状・構造及び原理等】 
1. 組成 

ポリプロピレン、エラストマー 
 

2. 形状 

代表的な形状を示す。 
注射筒 
 
 
 
 
 
 
3. 容量 

注射筒: 1, 3, 10, 12, 20, 60CC 
 
4. 原理 

吸引針や注入針等を接続し、体内の液状部分の引き抜きや医薬品
等を注入する。 
 
【使用目的又は効果】 
本品は、吸引針や注入針を接続し、体内の液状部分の引き抜きや
医薬品などの注入に使用する。 

 
【使用方法等】 
1. 使用前 

本品を包装から取り出し、施設にて検証された EOG 滅菌条件で滅
菌を行う。 
 

2. 使用方法 
吸引針や注入針等と接合し、使用する。 
 
3. 使用方法等に関連する使用上の注意 
1) 吸引針や注入針等と確実に接続していることを確認し、使用

すること。 
2) 注射針の装着は無理な力をかけないこと。 
3) 本品に強い力を加えないよう注意すること。［破損する可能

性がある] 
4) 接続部からの液漏れ等の異常が認められた場合は使用しな

いこと。 

5) 接続部に薬液又は血液を付着させないこと。[接続部の緩み
等が生じる可能性がある] 

6) コネクター等と接続する際、アダプタに横方向の力を加えな

いこと。［アダプタの湾曲や破損等が生じる可能性がある］ 
7) コネクターを接続する場合は、過度な締め付けをしないこと。

［コネクターが外れなくなる又は、コネクターが破損し、接

続部からの液漏れ、空気混入が生じる可能性がある］ 
 
【使用上の注意】 

重要な基本的注意 
1. 本品は再使用禁止である。 
2. 本品は未滅菌品であるので、使用に際しては必ず洗浄・EOG

滅菌を行ってから使用すること。[未滅菌のまま使用すると
感染症を引き起こす危険性がある] 

3. 外筒印刷部の目盛を越えてプランジャーを引かないこと。

［プランジャーが外筒から抜けて液漏れ、空気混入が生じる
可能性がある］ 

4. ルアーロックがはずれたり、緩んでいる場合は、確実に固定

すること。 
5. ガスケットに針等で傷をつけないこと。［破損が生じ、液漏

れ、空気混入及び摺動抵抗の増加が生じる可能性がある］ 

 

6. 本品を鉗子等でつまんで傷をつけないように、さらに、はさ
み等の鋭利なもので傷をつけないように注意すること。［液
漏れ、空気混入や破損が生じる可能性がある］ 

7. 外筒部を強く握る等、圧迫するような負荷を加えないこと。
［圧迫によりガスケットと外筒との密着性が悪くなり、液漏
れや空気混入が生じる可能性がある］ 

8. 外筒印刷部をこすったり、あるいは薬液がついた状態で放置
しないこと。［目盛等の印刷部が消える可能性がある］ 

9. プランジャーはまっすぐ引くこと。［斜めに引くと、ガスケ

ットと外筒との密着性が悪くなり、液漏れ、空気混入又はガ
スケットの外れが生じる可能性がある］ 

10. 運搬・操作時には、振動や衝撃に注意すること。 

11. 低温下の-衝撃で破損する危険があるため、低温時の取り扱
いに注意すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 
水ぬれに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管すること。 
                                                    

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者：グンゼメディカル株式会社  
電 話 番 号 ：06-4796-3151 
製 造 業 者 ：Tulip Medical Products, Inc. 

チューリップ メディカル プロダクツ インク 
（アメリカ合衆国） 

  

 名称 

A アダプタ 

B ガスケット 

C 外筒 

D プランジャー 
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